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登下校中のあいさつ 

 

私は毎朝、生徒の皆さんとあいさつを交わすよう、生徒玄関前に

立つよう心がけています。しかし、それ以外にもあいさつを交わす

ことがあります。それは、通勤に使っている車からのあいさつです。

私の車内にはマイクが、車のボンネットの中にはスピーカがあるの

で、登下校をしている生徒の皆さんに対して、車を運転している私

からあいさつすることがあります｡また、バイクで通勤する際も、私

から生徒の皆さんへ声をかけるように心がけています。 

私は、車やバイクからあいさつし、生徒を後ろから追い抜いたら、

必ずと言っていいほど皆さんの顔を見ています。実は追い抜く際に

バックミラーを使って、皆さんの顔を見ています。ですから、歩行

者や自転車通学生の生徒の多くが、声をかけた私に向かってあいさ

つし、そして頭を下げてくれることを知っています。 

また、皆さんは「門礼」を知っていますか？「門礼」とは、校門

付近で立ち止まり、校舎に向かって一礼をすることです。高校によ

っては、全生徒に門礼をするようしつけている学校も多いです。校

舎に対して頭を下げても、校舎が頭を下げ返すことはありません。

しかし、これからお世話になる、または１日お世話になった学び舎

に頭を下げるのはいい習慣です。 

私は、学校の中や学校のそばだけでなく、ＪＲに乗り込む生徒や自

転車通学生を見ることもあります。喜入中の生徒の皆さんは、是非

見られていても見られていなくても、自分から頭を下げましょう。

あいさつしましょう。私だけでなく、地域の方や、本校生徒の保護

者の方々など、皆さんのあいさつする様子や態度を見ている人が、

たくさんいらっしゃり、皆さん一人一人を認めているのですから。 


